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詞林　第58号　2015年10月

一
、『
伊
勢
物
語
』
の
も
じ
り
と
し
て

本
稿
で
翻
刻
・
紹
介
す
る
『
野
郎
仁
勢
物
語
』
は
、『
仁
勢
物
語
』（
作

者
未
詳
、
寛
永
一
五
～
一
六
〈
一
六
三
八
～
三
九
〉
年
頃
成
立
。）・『
を
か
し

男
』（
作
者
未
詳
、
寛
文
二
〈
一
六
六
二
〉
年
刊
。）・『
好
色
伊
勢
物
語
』（
酒

楽
軒
作
、
貞
享
三
〈
一
六
八
六
〉
年
刊
。）
等
と
並
び
、
近
世
初
期
に
相
次

い
で
発
表
さ
れ
た
『
伊
勢
物
語
』
の
も
じ
り
作
品
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る（

１
）。『

野
郎
仁
勢
物
語
』（
以
下
、『
野
郎
仁
勢
』
と
略
記
。）
が
、『
伊

勢
物
語
』
本
文
を
い
か
に
忠
実
、
か
つ
、
巧
み
に
も
じ
っ
た
作
品
で
あ

る
か
、
そ
の
具
体
的
諸
相
に
つ
い
て
は
、
信
多
純
一
氏
・
ラ
ウ
ラ
・
モ

レ
ッ
テ
ィ
氏
に
詳
細
な
分
析
が
そ
な
わ
る（

２
）。

近
世
期
の
古
典
文
学
作
品
全
般
へ
の
関
心
の
高
ま
り
は
、『
伊
勢
物

語
』
の
場
合
は
、
慶
長
の
嵯
峨
本
以
来
、
古
活
字
版
・
整
版
本
の
多
数

の
出
版
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
は
、

今
榮
蔵
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に（
３
）、
室
町
時
代
を
通
じ
て
広
く
一
般
庶
民

に
も
行
わ
れ
た「
秀
句
趣
味
」に
端
を
発
し
、一
六
五
〇
年
前
後
に
至
っ

て
高
揚
し
た
「
戯
文
学
界
に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
趣
味
」
の
中
に
『
野
郎

仁
勢
』
を
付
置
す
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
野
郎
仁
勢
』
の
も
じ
り
は
、『
伊
勢
物
語
』
本
文
の
み
な
ら
ず
、
挿

絵
に
も
及
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、『
伊
勢
物
語
』
六
段
（「
芥
川
（
河
）

の
段
」）
の
挿
絵
は
、
昔
男
（
業
平
）
が
二
条
后
を
背
負
い
、
岸
辺
に

柳
が
植
わ
る
芥
川
（
河
）
を
裸
足
で
渡
ろ
う
と
す
る
図
柄
で
、
あ
ま
り

に
も
著
名
で
あ
る
が
、『
野
郎
仁
勢
』
で
は
、［
図
版
①
］
の
ご
と
き
挿

絵
を
配
す
。
す
な
わ
ち
、
芥
川
（
河
）
な
ら
ぬ
道
頓
堀
川
を
下
部
に
描
き
、

上
部
で
は
昔
男
な
ら
ぬ
「
い
た
づ
ら
男
」
が
、
二
条
后
な
ら
ぬ
「
若
衆

の
た
ま
ご
」
岩
崎
金
作
を
背
負
い
、
裸
足
で
逃
走
す
る
図
柄
へ
と
、
巧

み
な
変
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

す
で
に
、
信
多
氏
に
よ
る
詳
細
な
指
摘
が
そ
な
わ
る（

４
）た

め
、
重
複
す

る
部
分
も
あ
る
が
、
本
文
の
も
じ
り
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

六
段
に
つ
い
て
摘
記
し
た
い
。

『
野
郎
仁
勢
』
六
段
は
、
松
本
名
左
衛
門
方
に
抱
え
ら
れ
て
い
た
「
若

衆
の
た
ま
ご
」
で
あ
っ
た
岩
崎
金
作
を
見
そ
め
た
「
い
た
づ
ら
男
」
が
、

〈
翻
刻
〉『
野
郎
仁
勢
物
語
』
巻
上

―
―
大
坂
歌
舞
伎
の
役
者
資
料
と
し
て
―
―

　
　
　
　
　
　
　

浜
田　

泰
彦
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道
頓
堀
川
に
盗
み
出
し
、
逃
走
す
る
物
語
が
つ
づ
ら
れ
て
い
る
。
逃
走

中
、
夕
食
前
で
空
腹
だ
っ
た
「
い
た
づ
ら
男
」
は
、
茶
屋
で
一
箱
の
餅

を
購
入
す
る
。『
伊
勢
物
語
』
で
は
、「
神
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
な
り
。

雨
も
ふ
り
け
れ
ば（

５
）」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、「
腹
さ
へ
い
と
い
み
じ
う
な
り
、

ひ
も
じ
に
な
り
け
れ
ば
」
と
、
原
作
の
雷
雨
を
空
腹
の
描
写
に
書
き
替

え
て
い
る
。
著
名
な
「
鬼
一
口
」
の
場
面
も
、「
い
た
づ
ら
男
」
の
購

入
し
た
餅
一
箱

4

4

4

が
、
湯
漬
を
作
る
た
め
に
湯
を
沸
か
す
騒
ぎ
の
間
に
、

金
作
に
た
い
ら
げ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
次
の
よ
う
に
書
き
替
え
る
。

は
や
。
夜
も
明
な
ん
と
。
思
ひ
つ
ゝ
ゐ
た
り
け
る
に
。
鬼
は
や
。

ひ
と
く
ち
に
く
ひ
に
げ
り
。
あ
な
や
と
。
い
ひ
け
れ
ど
。
神
な
る

さ
は
ぎ
に
。
え
き
か
ざ
り
け
り
。�

（『
伊
勢
物
語
』）

は
や
ゆ
も
わ
き
な
む
と
お
も
ひ
つ
ゝ
い
た
り
け
る
に
、
も
ち
は
や

一
箱
く
い
け
り
。
ま
い
る
か
と
い
ひ
け
れ
ど
、
火
を
ふ
く
を
と
に

て
、
え
き
か
ざ
り
け
り
。�

（『
野
郎
仁
勢
』）

長
年
慕
っ
て
い
た
二
条
后
を
鬼
に
奪
わ
れ
る
昔
男
の
悲
劇
を
描
く
原

作
に
対
し
、
空
腹
を
満
た
そ
う
と
購
入
し
た
餅
を
金
作
に
盗
み
食
い
さ

れ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
滑
稽
な
場
面
に
『
野
郎
仁
勢
』
は
、
原
作
の

語
彙
を
生
か
し
つ
つ
、巧
み
な
転
換
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。こ
の
後
、「
あ

し
ず
り
し
て
な（

泣
）」
い
た
昔
男
に
対
し
、「
い
た
づ
ら
男
」
は
、「
お
あ
し

な
せ
」
と
岩
崎
金
作
に
餅
代
を
せ
が
む
。
も
と
よ
り
、
暗
い
内
に
連
れ

出
さ
れ
た
金
作
に
、
金
銭
の
持
ち
合
わ
せ
な
ど
あ
る
は
ず
も
な
く
、「
い

た
づ
ら
男
」
は
、
代
わ
り
に
餅
代
を
支
払
っ
て
く
れ
る
人
を
探
し
出
し
、

「
取
返
し
」
た
。『
野
郎
仁
勢
』
で
は
、
こ
の
行
為
を
「
そ
れ
を
か
く

［図版①］『野郎仁勢物語』上五オ
（大阪府立中之島図書館蔵本）
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く（

食

逃

）

ひ
に
げ
と
は
い
ふ
な
り
」
と
評
す
る
。
原
文
の
、
二
条
后
を
奪
取
し

た
の
は
藤
原
基
経
・
国
経
兄
弟
で
あ
っ
た
と
明
か
し
、「
そ
れ
を
か
く
。

お
に
と
は
。
い
ふ
な
り
け
り
」
と
、
鬼
の
関
与
を
否
定
す
る
一
文
を
借

り
な
が
ら
、
岩
崎
金
作
の
悪
行
を
批
難
す
る
内
容
に
切
り
替
え
て
い
る
。

上
記
の
ほ
か
に
も
、『
野
郎
仁
勢
』
の
巧
み
な
改
変
を
指
摘
し
う
る
が
、

後
に
掲
げ
る
翻
刻
本
文
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

二
、
大
坂
の
役
者
の
動
向
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て

さ
て
、『
野
郎
仁
勢
』
六
段
に
登
場
す
る
岩
崎
金
作
は
、
実
在
し
た

大
坂
の
役
者
で
あ
る
。
万
治
三
〈
一
六
六
〇
〉
年
～
寛
文
三
〈
一
六
六

三
〉
年
の
間
、
活
動
が
認
め
ら
れ
る
女
方
・
藤
内
に
抱
え
ら
れ
た
役
者

で
あ
る
。
寛
文
三
年
仲
夏
日
、
勢
陽
後
学
如
是
亭
我
聞
子
に
よ
る
跋
文

を
有
す
る
役
者
評
判
記『
赤
烏
帽
子
』に
、「
こ
ま
か
し
き
事
は
し
ら
す
」、

「
狂
言
の
と（

頭

巾

）

き
ん
白
癩
わ
す
れ
た
る
の
一
言
に
て
、
是
も
大
か
た
推
量

い
た
さ
れ
た
り（

６
）」
と
あ
り
、
粗
忽
な
性
格
で
あ
っ
た
ら
し
い
。『
野
郎

仁
勢
』
で
、「
い
た
づ
ら
男
」
へ
の
配
慮
を
欠
い
た
行
動
―
餅
一
箱
を

た
い
ら
げ
た
―
は
、
こ
う
し
た
評
価
を
反
映
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
、『
野
郎
虫
』（
万
治
三
年
四
月
上
旬
刊
）
に
は
、「
面
躰
う
つ

く
し（

７
）」
と
あ
り
、『
野
郎
仁
勢
』
の
「
か
た
ち
の
い
と
う
つ
く
し
」
と

の
形
容
に
一
致
す
る
。
な
お
、『
野
郎
虫
』
は
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

口
の
ほ
と
り
に
す
こ
し
申
ぶ
ん
あ
れ
と
も
。
そ
れ
は
お
ふ
く
ろ
の

所
行
な
れ
ば
。
い
か
ゞ
は
せ
ん
。

母
親
の
遺
伝
で
、「
口
も
と
」
に
容
貌
上
の
欠
陥
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

一
方
、『
野
郎
仁
勢
』
の
金
作
は
、
大
食
漢
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
評
価

に
直
接
関
連
す
る
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
金
作
が
大
食
漢

な
役
者
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
唯
一
の
資
料
が
『
野
郎
仁
勢
』
で
あ
る
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。

『
野
郎
仁
勢
』
六
段
に
よ
り
新
た
に
判
明
す
る
事
実
は
こ
れ
だ
け
で

は
な
い
。

「
是
は
松
本
名
左
衛
門
兼
治
卿
の
御
内
に
、
太
夫
に
て
居
た
ま
ひ
け

る
」
と
、『
野
郎
仁
勢
』
は
、
岩
崎
金
作
の
抱
え
主
に
言
及
し
て
い
る
が
、

先
述
し
た
役
者
評
判
記
類
は
、
藤
内
を
抱
え
主
と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

松
本
名
左
衛
門
は
、
寛
永
六
〈
一
六
二
九
〉
年
十
月
の
女
歌
舞
伎
禁

令
に
伴
い
、
大
坂
浜
側
に
て
若
衆
歌
舞
伎
興
行
に
携
わ
っ
た
名
主
の
一

人
で
あ
る
。
承
応
元
〈
一
六
五
二
〉
年
七
月
、
今
度
は
若
衆
歌
舞
伎
に

も
禁
令
が
発
せ
ら
れ
、
翌
二
〈
一
六
五
三
〉
年
、
町
奉
行
所
へ
の
願
出

が
叶
い
、
再
度
、
野
郎
歌
舞
伎
の
興
行
主
と
し
て
活
動
し
始
め
た（

８
）。

『
野
郎
仁
勢
』
で
は
、
金
作
が
こ
の
名
左
衛
門
に
抱
え
ら
れ
て
い
た

と
伝
え
る
が
、
こ
れ
は
少
な
く
と
も
藤
内
を
抱
え
主
と
記
録
し
た
『
野

郎
虫
』
が
刊
行
さ
れ
た
万
治
三
年
以
前
の
事
跡
で
あ
る
ら
し
い
。

も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
先
に
引
用
し
た
「
松
本
名
左
衛
門
兼
治

卿
」
な
る
仰
々
し
い
表
記
で
あ
る
。

後
の
資
料
で
あ
る
が
、
為
永
一
蝶
『
歌
舞
伎
事
始
』（
宝
暦
一
二
〈
一

七
六
二
〉
年
正
月
刊
）
巻
之
一
に
、
永
禄
二
〈
一
五
五
九
〉
年
、
将
軍

足
利
義
輝
が
室
町
殿
に
お
い
て
、「
義
経
記
」・「
曽
我
の
仇
討
」
の
二

演
目
の
狂
言
尽
が
催
さ
れ
た
と
伝
え
る
（「
室
町
殿
興
行
故
事
」）。
名
左
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衛
門
は
、「
義
経
記
」
で
僧
正
坊
役
を
務
め
た
と
い
う
。
そ
の
縁
あ
っ

て
か
、
大
坂
の
「
狂
言
尽
名
代
」
六
名
の
中
に
、
名
左
衛
門
も
名
を
連

ね
、「
室
町
家
御
扶
持
人

4

4

4

4

4

4

4

松
本
名
左
衛
門
忰
久
左
衛
門
一
子（

９
）」（

傍
点
、

筆
者
。「
大
坂
芝
居
名
代
并
矢
倉
株
」。）
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。『
野
郎
仁
勢
』

に
お
け
る
「
兼
治
卿
」
な
る
敬
称
も
、
浄
瑠
璃
太
夫
の
受
領
名
の
ご
と

く
、「
室
町
家
御
扶
持
人
」
に
ふ
さ
わ
し
い
称
号
と
し
て
与
え
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
記
の
狂
言
尽
は
、
当
時
の
記

録
類
（『
言
継
卿
記
』・『
お
湯
殿
上
の
日
記
』
等
）
に
、
一
切
記
事
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、『
歌
舞
伎
事
始
』
の
記
事
は
、

信
頼
の
お
け
る
も
の
で
は
な
い
。
広
瀬
千
紗
子
氏
は
、『
歌
舞
伎
事
始
』

巻
之
一
「
歌
舞
伎
来
由
」・「
物
真
似
狂
言
尽
濫
觴
」・「
歌
舞
伎
芝
居
来

歴
」
の
三
項
が
、
黒
川
道
祐
『
雍
州
府
志
』（
貞
享
三
〈
一
六
八
六
〉
年

九
月
刊
）
等
の
古
地
誌
に
よ
っ
て
記
事
が
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
目

的
を
歌
舞
伎
役
者
が
「
貴
人
高
位
の
御お

ん
ひ
ざ
も
と

膝
辺
ま
で
も
参
り
た
る
事
に
て

ぞ
有
け
る
」（「
歌
舞
伎
来
由
」）
一
事
を
証
明
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
指

摘
す
る（

（1
（

。
奉
行
所
に
歌
舞
伎
興
行
の
赦
免
を
受
け
た
特
権
は
、
正
し
い

由
緒
が
裏
支
え
し
て
い
る
と
示
し
た
い
松
本
名
左
衛
門
も
ま
た
、「
兼

治
卿
」
と
自
称
な
い
し
公
称
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。『
歌
舞
伎

事
始
』
を
、「
同
書
は
俗
書
な
れ
ば
信
じ
難
し（

（1
（

」（
伊
原
敏
郎
氏
）
と
断

ず
る
の
は
妥
当
と
も
思
わ
れ
る
が
、
室
町
殿
御
前
の
狂
言
尽
の
記
事
自

体
が
、『
野
郎
仁
勢
』
に
お
け
る
敬
称
を
も
と
に
描
い
た
ス
ト
ー
リ
ー

と
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
と
も

あ
れ
、『
野
郎
仁
勢
』
に
お
い
て
、
座
主
が
正
し
い
由
緒
を
示
す
意
識

を
有
し
、
敬
称
を
名
乗
っ
た
例
を
残
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ

い
。
仮
に
、『
歌
舞
伎
事
始
』
の
記
事
が
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
と
す

る
と
、
承
応
三
年
に
野
郎
歌
舞
伎
の
赦
免
を
受
け
た
名
左
衛
門
と
、
永

禄
二
年
に
御
前
狂
言
に
来
演
し
た
名
左
衛
門
は
、
百
年
弱
の
隔
た
り
が

あ
り
、
後
者
は
前
者
の
先
々
代
か
、
少
な
く
と
も
先
代
の
名
左
衛
門
で

あ
る
は
ず
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
岩
崎
金
作
が
大
食
漢
で
あ
っ
た
と
の
描
写
も
含
め
、『
野

郎
仁
勢
』
が
記
載
し
た
内
容
の
す
べ
て
が
事
実
な
わ
け
で
は
な
く
、『
伊

勢
物
語
』
本
文
に
対
す
る
逐
音
の
も
じ
り
を
維
持
す
る
た
め
に
加
え
ら

れ
た
操
作
で
あ
っ
て
、
虚
飾
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。
そ
う
し
た
留
保
を
含
む
に
せ
よ
、
本
作
品
は
現
存
資
料
の
少
な
い
、

若
衆
歌
舞
伎
時
代
～
野
郎
歌
舞
伎
草
創
期
を
記
録
し
た
貴
重
な
資
料
た

り
え
て
い
る
側
面
も
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
。

三
、『
野
郎
仁
勢
物
語
』
の
資
料
的
意
義

先
述
の
通
り
、『
野
郎
仁
勢
』
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
も
じ
り
作
品
と

し
て
の
側
面
が
も
っ
ぱ
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
巧
み
な
利
用
方
法

に
つ
い
て
も
、
十
分
な
検
討
が
加
え
ら
れ
た
一
方
で
、
本
書
が
、
恐
ら

く
寛
文
頃
〈
一
六
六
一
～
七
三
〉
の
大
坂
の
役
者
の
動
向
を
把
握
す
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

先
の
六
段
の
例
に
見
た
通
り
、
本
作
は
、
年
若
い
若
衆
と
贔
屓
客
と

の
間
の
色
恋
沙
汰
を
内
容
の
中
心
と
す
る
。
た
と
え
ば
、
十
二
段
は
、

大
坂
の
座
主
塩
屋
の
「
お
ど
り
子
」
を
「
し
ゆ
ん
だ
男
」
が
そ
そ
の
か
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す
話
で
あ
る
。
舞
台
経
験
が
少
な
い
か
、
ほ
と
ん
ど
な
い
若
衆
が
頻
繁

に
登
場
す
る
本
作
で
は
、
必
然
的
に
松
本
名
左
衛
門
と
お
な
じ
く
大
坂

歌
舞
伎
で
座
元
を
務
め
た
役
者
の
名
が
、
保
護
者
代
わ
り
の
抱
え
主
と

し
て
幾
度
も
挙
が
る
。
詳
細
は
、
後
掲
の
「
登
場
役
者
お
よ
び
人
物
名

索
引
」を
参
照
さ
れ
た
い
。塩
屋
九
左
衛
門
・
塩
屋
九
郎
右
衛
門
は
、『
歌

舞
伎
事
始
』
に
も
名
を
連
ね
る
狂
言
名
代
で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
十
三

段
に
登
場
す
る
井
筒
屋
久
兵
衛
は
、
役
者
評
判
記
類
に
名
が
見
ら
れ
な

い
抱
主
で
あ
る（

（1
（

。

八
段
・
三
十
九
段
に
登
場
す
る
「
し
づ
ま
」
は
、
承
応
年
間
〈
一
六

五
二
～
五
五
〉
に
活
躍
し
た
と
さ
れ
る
若
衆
、
平
井
し
づ
ま
（
静
馬
）

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
井
原
西
鶴
『
男
色
大
鑑
』（
貞
享
四
〈
一
六
八
七
〉

年
正
月
刊
）「
命
乞
ひ
は
三
津
寺
の
八
幡
」（
巻
五
ノ
二
）
に
、

塩
屋
九
郎
右
衛
門
に
見
し
、
岩
井
歌
之
介
・
平
井
し
づ
ま
な
ど
申

せ
し
は
、
末
代
に
も
あ
る
ま
じ
き
美び

児せ
う

な
り（

（1
（

。

と
、絶
世
の
美
少
年
と
し
て
回
想
さ
れ
た
若
衆
で
あ
る
。『
野
郎
仁
勢
』

三
十
九
段
で
は
、
塩
屋
九
左
衛
門
が
抱
え
主
と
記
載
が
あ
り
、
西
鶴
の

記
載
と
の
齟
齬
が
認
め
ら
れ
る
。
従
来
、
平
井
し
づ
ま
の
経
歴
は
、
ほ

と
ん
ど
判
明
し
て
お
ら
ず
、
両
作
の
い
ず
れ
か
の
可
否
（
あ
る
い
は
、

い
ず
れ
も
否
。）
に
つ
い
て
は
、
判
然
と
し
な
い
。
そ
れ
は
措
い
て
、
三

十
九
段
は
、
し
づ
ま
の
死
亡
記
事
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
づ

ま
の
葬
礼
に
は
、
多
く
の
衆
道
者
が
「
箯あ

ん

輿だ

」
と
呼
ば
れ
る
竹
で
編
ま

れ
た
簡
易
な
駕
籠
に
乗
っ
て
駆
け
付
け
、
盛
大
に
催
さ
れ
た
と
伝
え
る
。

し
づ
ま
が
、
西
鶴
が
伝
え
る
よ
う
に
人
気
を
集
め
た
若
衆
で
あ
っ
た
こ

と
を
伝
え
る
記
事
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
本
作
が
ま
ぎ
れ
も
な

く
、
平
井
し
づ
ま
没
後
（
直
後
か
）
に
書
か
れ
た
も
の
と
特
定
で
き
る（

（1
（

。

通
説
で
は
、『
野
郎
仁
勢
』
の
成
立
時
期
は
、
寛
文
頃
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
お
り
、
実
際
、
本
作
に
登
場
す
る
役
者
が
、
当
該
時
期
に
刊
行

さ
れ
た
役
者
評
判
記
（『
野
郎
虫
』・『
剥む

き
と
こ
ろ

野
老
』・『
赤
烏
帽
子
』
等
）
に
集

中
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
も
異
論
は
な
い
。
た
だ
し
、
前
述

し
た
平
井
し
づ
ま
の
没
年（

（1
（

が
、
今
後
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
さ
ら
に
成
立

時
期
を
絞
り
込
め
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
、
現
存
本
（
大
阪
府
立
中
野
署
真
図
書
館
蔵
本
・
天
理
大
学
附

属
天
理
図
書
館
蔵
本
）
は
、
い
ず
れ
も
巻
上
の
み
の
零
本
で
、
刊
記
・

奥
付
が
存
し
た
で
あ
ろ
う
巻
下
を
欠
く
た
め
に
、
成
立
時
期
の
特
定
を

困
難
に
し
て
い
る
。
加
え
て
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、『
野
郎
仁
勢
』
は
、

『
伊
勢
物
語
』
を
も
じ
っ
た
作
品
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
ま
で
翻
刻
が
そ
な
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
と
が
原
因

に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
野
郎
仁
勢
』
は
、
若
衆
歌
舞
伎
時
代
～
野
郎
歌

舞
伎
草
創
期
に
か
け
て
の
、
大
坂
の
役
者
の
動
向
を
う
か
が
う
こ
と
が

で
き
る
好
資
料
で
も
あ
る（

（1
（

。
さ
ら
に
は
、
近
世
初
期
の
大
坂
の
風
俗
等

も
理
解
し
う
る
資
料
で
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
九
段
で
は
、
四
天
王
寺

の
一
つ
、
三
（
御
）
津
寺
近
辺
の
茶
屋
で
焼
豆
腐
が
振
る
舞
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
し
、
十
二
段
で
は
、
一
心
寺
に
「
六
兵
衛
」
と
呼
ば

れ
る
警
備
員
が
配
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

上
記
の
ご
と
き
意
義
に
鑑
み
、
以
下
に
『
野
郎
仁
勢
』
巻
上
全
文
の
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翻
刻
を
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
よ
う
に
、『
男
色
哥
書
羽
織
』（
作
者
未
詳
、

横
本
六
巻
六
冊
、
元
禄
一
七
〈
一
七
〇
四
〉
年
正
月
刊
）
巻
之
六
「
男
色
伊

勢
物
語
」（
目
録
題
、
内
題
）
と
し
て
、
本
作
は
剽
窃
・
リ
ラ
イ
ト
さ
れ

て
い
る（

（1
（

。
こ
の
後
続
作
品
に
収
め
る
巻
上
未
所
収
の
本
文
に
よ
り
、
野

間
光
辰
氏
は
、「
下
巻
は
全
部
十
五
段
を
収
め
て
い
た
ら
し
い
」
と
推

定
す
る（

（1
（

。
巻
下
の
所
在
が
確
認
さ
れ
な
い
限
り
、
推
定
は
推
定
に
と
ど

ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
（
巻
中
の
存
在
も
否
定
で
き
な
い
）。
本
稿
で
は
、

こ
れ
以
上
こ
の
問
題
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
参
考
ま
で
に
、
先
に
検
討
し

た
六
段
の
「
男
色
伊
勢
物
語
」
本
文
を
掲
げ
て
お
く
。
主
要
な
変
更
箇

所
は
、「
岩
崎
金
作
」
→
「
山
本
辰
弥
」、
松
本
名
左
衛
門
の
削
除
等
で

あ
る
。大

坂
〽
む
か
し
い
た
づ
ら
男
有
け
り
。
御を

な名
は
。
山
本
辰
弥
と
云い

ひ

け
る
を
。年
へ
て
思
ひ
わ
た
り
け
る
が
。有あ

る
よ夜
。ぬ
す
み
出い

だ

し
て
。」

（
四
ウ
）　挿
絵
　

」（
五
オ
）
い
と
く
ら
き
に
来き

に
け
り
。
道ど

う
と
ん
ほ
り

頓
堀
と
云い

ふ

川
を
。
出い

で

ゆ
き
に
け
れ
ば
。
茶
や
の
み
せ
さ
き
に
。
出
し
け
る
餅も

ち

を
み
て
。
か
れ
は
。
何
ぞ
と
な
ん
。
男
に
と
い
け
る
。
夕ゆ

ふ

め
し
の

ま
ゝ
に
て
。
夜よ

も
更ふ

け

け
れ
ば
。
餅も

ち

あ
る
所
と
も
し
ら
ず
腹は

ら

さ
へ
い

と
。
い
み
じ
う
。
ひ
も
じ
に
な
り
け
れ
ば
。
か
の
茶
や
の
。
あ
ば

ら
な
る
お
く
座ざ

し
き敷

に
。
若
衆
を
置を

き

て
。
お
と
こ
。
湯ゆ

つ
け漬

な
り
と
せ

ん
と
。
釜か

ま

の
ま
へ
に
を
り
。
は
や
湯ゆ

も
わ
き
な
ん
と
お
も
ひ
つ
ゝ

い
た
り
け
る
に
。
餅も

ち

は
や
。
一ひ

と
は
こ箱
喰く

い

け
り
。
ま
い
る
か
と
云い

ひ

け
れ

と
。
火ひ

ふ
く
音を

と

」（
五
ウ
）
に
て
。
ゑ
き
□［

破
損
］□

た
り
け
り
。
や
う

〳
〵
夜よ

も
明あ

け

ゆ
く
に
。
見
れ
ば
。
み
せ
成な

る

。
し
ん
こ
も
な
し
。
お

あ
し
な
せ
と
。
せ
む
れ
ど
甲か

ひ斐
な
し
。

し
ら
糸い

と

か
な
に
そ
と
人
の
と
い
し
時と

き

�

餅も
ち

と
こ
た
へ
て
か
は
ま
し
も
の
を　

大
坂
〽
是
は
去さ

る
し
は
い

芝
居
の
太
夫
子
な
る
が
。
形か

た
ち

の
い
と
。
う
つ
く
し

か
り
け
れ
は
。
ぬ
す
み
て
出い

て

た
り
け
る
が
。
御を

ん
た
い
し
よ
く

大
食
に
て
。
道

頓
堀
側か

わ

の
野や

ら
う
も
ち

郎
餅
。
し
ん
こ
。
あ
づ
き
の
大た

い
な
こ
ん

納
言
ま
だ
あ
へ
ず
し

て
。
は
ん
べ
り
し
を
。
あ
く
ま
で
。
ま
い
り
給
ひ
。
い
か
に
し
て

も
。
替か

わ

り
の
銭せ

に

。
出い

た

さ
ざ
り
け
る
を
」（
六
オ
）
聞き

ゝ
つ
け付

。
と
ゞ
め

て
取と

り

か
へ
し
た
ま
ふ
て
げ
り
。
そ
れ
を
か
く
。
喰く

い

に
げ
と
は
い
ふ

な
り
。
ま
た
若
衆
の
玉た

ま
こ子
に
て
親を

や

の
う
ち
に
お
は
し
け
る
時
の
事

と
か
や（

（1
（

注（１
）　

ラ
ウ
ラ
・
モ
レ
ッ
テ
ィ「
近
世
初
期
・
前
期
の
散
文
文
学
に
お
け
る『
伊

勢
物
語
』
の
書
き
直
し
・
パ
ロ
デ
ィ
お
よ
び
新
展
開
」（
山
本
登
朗
・
ジ
ョ

シ
ュ
ア
・
モ
ス
ト
ウ
編
『
伊
勢
物
語
創
造
と
変
容
』
二
〇
〇
九
年
・
和
泉
書

院
）、
同
氏
「
近
世
文
学
と
『
伊
勢
物
語
』
―
『
伊
勢
物
語
』
の
も
じ
り
と

通
俗
的
文
学
へ
の
浸
透
―
」（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語　

享
受
の
展
開
』

二
〇
一
〇
年
・
竹
林
舎
）
等
。

（
２
）　

信
多
純
一
「
に
せ
物
語
絵　
『
伊
勢
物
語
』
近
世
的
享
受
の
一
面
」（『
に

せ
物
語
絵　

絵
と
文　

文
と
絵
』
一
九
九
五
年
・
平
凡
社
）
で
は
、『
伊
勢

物
語
』
六
段
と
『
野
郎
仁
勢
』
本
文
と
の
比
較
が
、（
１
）「
近
世
文
学
と
『
伊

勢
物
語
』
―
『
伊
勢
物
語
』
の
も
じ
り
と
通
俗
的
文
学
へ
の
浸
透
―
」
で
は
、
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同
七
段
と
の
比
較
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
い
る
。

（
３
）　

今
榮
蔵「
パ
ロ
デ
ィ
の
世
紀
―
十
七
世
紀
日
本
文
学
の
一
側
面
―
」（『
初

期
俳
諧
か
ら
芭
蕉
時
代
へ
』
二
〇
〇
二
年
・
笠
間
書
院
）

（
４
）　

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
５
）　
『
伊
勢
物
語
』
の
引
用
は
、
明
暦
元
〈
一
六
五
五
〉
年
刊
本
（
鉄
心
斎

文
庫
蔵
）
影
印
（
山
本
登
朗
編
『
伊
勢
物
語
版
本
集
成
』
二
〇
一
一
年
・
竹

林
舎
、
所
収
）
に
よ
る
。
以
下
、
同
様
。

（
６
）　

引
用
は
、『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
』第
１
巻（
一
九
七
二
年
・
岩
波
書
店
）

に
よ
る
。

（
７
）　

引
用
は
、
注
（
６
）
同
書
に
よ
る
。

（
８
）　

伊
原
敏
郎
『
歌
舞
伎
年
表
』
第
一
巻
（
一
九
五
六
年
・
岩
波
書
店
）
参

照
。

（
９
）　

引
用
は
、
宗
政
五
十
緒
・
柳
瀬
万
里
校
注
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』

第
六
巻
（
一
九
七
三
年
・
三
一
書
房
）
に
よ
る
。

（
10
）　

広
瀬
千
紗
子「
歌
舞
伎
通
史
の
形
成
―『
歌
舞
伎
事
始
』の
場
合
―（
二
）」

（『
京
古
本
や
往
来
』
第
26
号
、
一
九
八
四
年
十
月
十
五
日
）

（
11
）　

注
（
８
）
同
書
。

（
12
）　

小
篠
久
兵
衛
（『
野
郎
虫
』）
と
あ
る
い
は
、
同
一
人
物
か
。

（
13
）　

引
用
は
、
暉
峻
康
隆
校
注
・
訳
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
67
（
一

九
九
六
年
・
小
学
館
）
に
よ
る
。
な
お
、
岩
井
歌
之
介
（
雅
楽
介
）
も
、『
野

郎
仁
勢
』
二
十
一
段
に
登
場
す
る
。

（
14
）　

注
（
８
）
同
書
で
伊
原
氏
は
、『
男
色
大
鑑
』
の
記
事
を
引
用
し
、
し

づ
ま
の
没
年
を
「
貞
享
の
初
め
」
と
推
定
し
て
い
る
が
、
西
鶴
が
近
年
の
出

来
事
に
設
定
し
た
根
拠
に
乏
し
い
。
ま
た
、『
男
色
大
鑑
』
で
も
、
し
づ
ま

が
死
没
す
る
内
容
で
あ
る
。
堺
の
金
持
の
老
人
の
実
息
の
回
復
を
願
っ
て
死

ぬ
と
い
う
展
開
が
、
実
説
の
摂
取
と
す
る
に
は
少
々
無
理
が
あ
ろ
う
。

（
15
）　

注
（
14
）
参
照
。

（
16
）　

注
（
１
）「
近
世
初
期
・
前
期
の
散
文
文
学
に
お
け
る
『
伊
勢
物
語
』

の
書
き
直
し
・
パ
ロ
デ
ィ
お
よ
び
新
展
開
」
に
お
い
て
、
モ
レ
ッ
テ
ィ
氏
も
、

「
例
え
ば
『
野
郎
仁
勢
物
語
』
の
特
色
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、『
伊
勢
物
語
』

の
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
限
定
し
た
り
、
役
者
評
判
記
の
一
例
と
し
て
見
る
だ
け
で

は
十
分
で
は
な
い
」、「
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
的
な
実
用
性
の
強
い
書
物
で
あ
る
」
と
述
べ
る
。

（
17
）　

野
間
光
辰
「
改
題
本
の
は
な
し
」（『
近
世
作
家
伝
攷
』
一
九
八
五
年
・

中
央
公
論
社
）

（
18
）　

注
（
17
）
論
文
。

（
19
）　

引
用
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
９
１
３
・
６
２
／
イ
７

／
６
）
に
よ
っ
た
。
な
お
、
巻
六
は
乱
丁
が
多
く
、
該
当
箇
所
も
適
宜
校
訂

し
た
。

翻
刻
底
本
と
し
た
大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
蔵
本
（
甲
和
228
）
の
書

誌
事
項
を
以
下
に
掲
げ
る
。

【
書
誌
】

表
紙　
　

�

卍
繋
ぎ（
紗
綾
形
）桐
花
文
様
紺
色
地
。二
六
・
三
×
一
七
・

五
糎
（
替
表
紙
）。

書
型　
　

大
本
一
巻
一
冊
。

題
簽　
　

�

後
補
題
簽
無
枠
「
野
郎
似
勢
物
語
」（
墨
書
）。
一
七
・
八
×

三
・
〇
糎
。

版
心　
　

�「
野
郎　

上
一
（
～
十
九
、
廾
）」、「
や
ら
う　

上
廾
一
」、「
野

郎　

上
廾
二
（
～
廾
五
）」
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紙
数　
　

全
二
五
丁
（
遊
紙
〇
）。

句
読　
　

極
少
。
上
十
四
オ
に
「
。」
が
、
一
箇
所
見
え
る
の
み
。

行
数　
　

半
丁
十
一
行
。

匡
郭　
　

四
周
単
辺
、
二
一
・
三
×
一
五
・
一
糎
。

絵　
　
　

白
描
（
吉
田
半
兵
衛
風
）。

編
著
者　

不
明
。
大
坂
の
役
者
事
情
に
精
通
し
た
人
物
だ
と
思
わ
れ
る
。

【
翻
刻
本
文
】

［
凡
例
］

・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

・
清
濁
は
、
底
本
に
従
っ
た
。

・
丁
移
り
は
、（
」（
上
一
オ
））
の
よ
う
に
示
し
た
。

・
狂
歌
は
二
字
下
げ
で
表
記
し
た
。

・『
伊
勢
物
語
』
の
該
当
段
数
を
示
し
、『
野
郎
仁
勢
』
に
該
当
す
る
本

文
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
注
記
し
た
。

・
判
読
困
難
な
箇
所
は
、「
□
」
で
示
し
、［
］
に
推
定
さ
れ
る
読
み
を

補
っ
た
。
ま
た
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
（
９
１
３
・
６

１
／
イ
２
６
５
／
２
３
）
に
よ
っ
て
補
っ
た
箇
所
が
あ
る
。

野
郎
仁
勢
物
語
巻
上

　
　
　

●
第
一
段

ぬ
か
り
男
野や

良ら
う

頭づ

巾き
ん

き
て
、
難な

ん
ば波
の
京
、
か
ぶ
き
芝し

ば
ゐ居
に
し
る
人
有
て

入
け
り
。
そ
の
内
に
、
い
と
な
ま
め
ひ
た
る
太
夫
あ
り
け
り
。
お
も
ほ

え
ず
ふ
る
き
舞ぶ

台た
い

に
は
し
り
出
、
い
と
お
も
し
ろ
く
お
ど
り
け
れ
ば
、

心
地
ま
ど
ひ
に
け
り
。
お
の
こ
の
き
た
る
や
う
な
か
た
ひ
ら
は
や
ら
で
、

か
ね
を
か
け
、
歌
を
そ
へ
て
や
る
。
そ
の
男お

と
こ

か
ら
か
わ
の
巾き

ん

着ち
や
く

を
な

ん
さ
げ
た
り
け
る
。

か
ぶ
き
ぐ
る
ひ
我
ま
ゝ
に
し
て
す
り
き
る
は

�

し
の
ぶ
か
た
へ
と
か
ね
を
や
る
に
ぞ

と
な
む
又
二
良
を
し
て
い
ひ
や
り
け
る
。
た
ん
と
お
□［

も
］」（

上
一
オ
）
し

ろ
き
こ
と
ゝ
も
や
お
も
ひ
け
ん
。

み
ち
の
く
の
忍し

の

ぶ
お
の
ご
の
わ
れ
ゆ
へ
に

�

み
た
れ
そ
め
て
も
か
ね
な
り
な
ら
ぬ

と
な
ん
い
き
の
わ
る
き
心
ば
へ
な
り
。
か
ぶ
き
子
は
、
か
く
い
ら
む
さ

き
よ
く
を
や
い
ひ
や
る
。」（
上
一
ウ
）

　

挿
絵
　

」（
上
二
オ
）

　
　
　

●
第
二
段

し
わ
き
男
あ
り
け
り
。
よ
の
芝し

ば
ゐ居
は
は
て
、
か
ぶ
き
に
は
ま
だ
人
の
出

ざ
る
時
、
そ
の
う
ち
に
中
川
長
太
夫
と
い
ふ
な
る
若
衆
あ
り
け
る
。
そ

の
お
ど
り
子
よ
の
き
り
あ
ひ
人に

ん
ぎ
や
う形
よ
り
は
ま
さ
り
た
り
け
る
。
そ
の

人
か
た
ち
よ
り
御
心
中
な
ん
ま
さ
り
た
り
け
る
。
知ち

ゐ
ん音
ひ
と
り
の
み
も

あ
ら
ざ
り
け
ら
し
。
そ
れ
を
か
の
し
わ
き
男お

と
こ

う
そ
う
ち
か
た
り
て
、

い
か
ゝ
お
も
ひ
け
ん
。
時
は
弥や

よ
ひ生

の
朔つ

い
た
ち日

、
伽き

や
ら羅

そ
と
は
か
り
や
り
け

る
。

香
も
わ
る
く
ね
も
せ
ぬ
伽き

や
ら羅
を
送を

く

り
て
も

�

を
し
き
物
と
て
く
や
み
く
ら
し
つ
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●
第
三
段

浮う
き
よ世

男
あ
り
け
り
。
松ま

つ
し
ま嶋

作さ
く

之
丞ぜ

う

と
い
ふ
若
衆
の
も
と
」（
上
二
ウ
）
へ

ひ
と
え
物
と
云
物
を
や
る
と
て
、

お
も
ひ
あ
れ
ば
作さ

く

の
ぢ
や
う
も
ん
付
て
や
る

ひ
と
へ
物
に
は
縫ぬ

い

を
し
つ
ゝ
も

九
郎
右
衛
門
、
子
と
も
の
ま
だ
芝し

ば
ゐ居

へ
も
出
給
は
で
、
う
ち
に
茶ち

や
が
ま釜

の

火ひ

な
ど
た
い
て
お
は
し
ま
し
け
る
時
の
事
也
。

　
　
　

●
第
四
段

大
坂
南み

な

み
の
堀
に
六
三
良
お
は
し
ま
し
け
る
。
西
の
さ
ん
じ
き
に
見
る

人
あ
り
て
、
そ
れ
を
ほ
れ
た
に
て
は
あ
ら
で
、
心
ざ
し
の
ふ
で
き
な
り

け
る
人
、
ゆ
き
物
か
た
り
し
け
る
を　

狂き
や
う
げ
ん言
は
つ
る
斗ば

か
り

の
ほ
ど
に
、

外
に
出
ら
れ
に
け
り
。
す
り
き
り
給
ふ
人
な
れ
ば
、
茶ち

や

屋
へ
よ
び
入
べ

き
や
う
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば
、
猶な

を

恋こ
ひ

し
と
お
も
ひ
つ
ゝ
な
ん
」（
上
三
オ
）

あ
り
け
る
。
又
の
日
の
芝し

ば
ゐ居
に
、
み
め
の
よ
き
若わ

か
し
ゆ衆
に
小こ

袖そ
で

は
や
ら
で
、

だ
ま
し
て
み
、
焼や

い

て
み
、
ほ
め
て
み
ら
れ
ば
、
う
そ
に
に
る
べ
く
も
あ

ら
ず
。
打
わ
ら
ひ
て
、
あ
ば
ら
な
る
茶ち

や

屋
に
月
の
か
た
ふ
く
ま
で
、
ふ

せ
り
て
う
そ
を
思
ひ
い
で
ゝ
よ
め
る
。

家
や
あ
ら
ぬ
か
ね
や
む
か
し
の
こ
と
な
ら
ん

�

わ
か
身
ひ
と
つ
は
も
と
で
だ
に
な
し

と
よ
み
て
、
夜
の
ほ
の
〴
〵
と
明あ

く

る
に
、
な
く
〳
〵
か
へ
り
に
け
り
。

　
　
　

●
第
五
段

ぬ
め
り
男お

と
こ

有あ
り

け
り
。
み
む
な
み
の
堀ほ

り

ば
た
わ
た
り
の
花は

な
さ
き崎
小
太
夫
を

い
と
し
の
び
て
い
き
け
り
。
味み

そ噌
つ
く
夜よ

な
れ
ば
、
か
ど
よ
り
も
え
い

ら
で
、
は
し
と
み
あ
け
た
る
み
せ
の
き
は
」（
上
三
ウ
）
よ
り
か
よ
ひ
け

る
知ち

ゐ
ん音

の
君き

み

に
は
あ
ら
ね
と
、
心
中
づ
く
な
れ
ば
、
九
左
衛
門
き
ゝ
付

て
、
み
せ
の
際き

は

に
武ぶ

左
衛
門
を
置を

き

て
ま
も
ら
せ
け
れ
ば
、
い
け
ど
も
え

あ
は
で
か
へ
り
に
け
り
。
さ
て
、
よ
め
る
。

人
し
れ
ぬ
我
か
り
初
の
や
く
そ
く
は

よ
ひ
〳
〵
こ
と
に
く
ち
も
す
は
な
ん

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
い
と
お
か
し
が
り
て
、
九
左
衛
門
ゆ
る
し
て
げ
り
。

堀ほ
り

の
や
ら
う
銭せ

に

だ
さ
ず
に
毎ま

い
よ夜

あ
ひ
け
る
を
よ
の
つ
ね
の
ぞ
む
な
れ
ば
、

親お
や
か
た方
ど
の
ゝ
ま
も
ら
せ
給
ふ
け
る
と
そ
。」（
上
四
オ
）

　
　
　

●
第
六
段

む
か
し
い
た
づ
ら
男
有
け
り
。
御
名
は
岩い

は
さ
き崎
金き

□［
ん
］さ
く作
と
い
ひ
け
る
を
、

年と
し

を
へ
て
お
も
ひ
わ
た
り
け
る
が
、か
ね
だ
さ
ず
し
て
ぬ
す
み
出
じ

［
マ
マ
］て
、

い
と
く
ら
き
に
来き

け
り
。
道だ

う
と
ん
ほ
り
か
は

頓
堀
川
と
い
ふ
河か

は

を
い
で
行ゆ

き

け
れ
ば
、
茶ち

や

屋
に
出
し
け
る
餅も

ち

を
、
か
れ
は
な
に
ぞ
と
な
ん
男お

と
こ

に
と
い
け
る
。

夕ゆ
ふ
め
し食
の
ま
ゝ
に
て
夜
も
ふ
け
け
れ
ば
、
も
ち
あ
る
所と

こ
ろ

と
も
し
ら
ず
、

腹は
ら

さ
へ
い
と
い
み
じ
う
な
り
、
ひ
も
じ
に
な
り
け
れ
ば
、
あ
ば
ら
な
る

お
く
座さ

し
き敷
に
若わ

か
し
ゆ衆
を
ば
置を

き

て
、
男お

と
こ

ゆ
づ
け
な
り
と
せ
ん
と
か
ま
の
前ま

へ

に
を
り
、
は
や
ゆ
も
わ
き
な
む
と
お
も
ひ
つ
ゝ
い
た
り
け
る
に
、
も
ち

は
や
一
箱は

こ

く
い
け
り
。
ま
い
る
か
と
い
ひ
け
れ
ど
、
火ひ

を
ふ
く
を
と
に

て
、
え
き
か
ざ
り
け
り
。」（
上
四
ウ
）

　

挿
絵
　

」（
上
五
オ
）

や
う
〳
〵
夜
も
あ
け
ゆ
く
に
、
み
れ
ば
、
み
せ
な
る
し
ん
こ
も
な
し
。

お
あ
し
な
せ
と
せ
む
れ
ど
、
か
ひ
な
し
。
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し
ら
糸い

と

か
な
に
ぞ
と
人
の
と
ひ
し
時と

き

も
ち
と
こ
た
へ
て
か
は
ま
し
物
を

是こ
れ

は
松ま

つ
も
と本
名な

左
衛
門
兼か

ね

治は
る

卿き
や
うの
御
内
に
、
太
夫
に
て
居ゐ

た
ま
ひ
け
る
を
、

か
た
ち
の
い
と
う
つ
く
し
か
り
け
れ
ば
、
盗ぬ

す

み
て
出い

で

た
り
け
る
を
、
御

大た
い
し
よ
く食
に
て
、
道だ

う
と
ん
ほ
り
か
は

頓
堀
川
の
大だ

い
ぶ
つ仏
餅も

ち

し
ん
こ
、
あ
づ
き
の
大だ

い
な
こ
ん

納
言
、
ま

だ
あ
へ
ず
し
て
侍

は
ん
へ
り

し
を
ま
い
り
た
ま
ひ
、
い
か
に
し
て
も
か
は
り
の

銭せ
に

い
だ
さ
ざ
り
け
る
人
な
る
を
聞き

ゝ

付
て
、
と
ゞ
め
て
取と

り
か
へ返
し
た
ま
ふ
て

げ
り
。
そ
れ
を
か
く
く
ひ
に
げ
と
は
い
ふ
な
り
。」（
上
五
ウ
）
ま
だ
若

衆
の
た
ま
ご
に
て
、
金き

ん
さ
く作

の
親お

や

の
所
に
お
は
し
け
る
と
き
と
か
や
。

　
　
　

●
第
七
段

当た
う
せ
い
お
と
こ

世
男
あ
り
け
り
。
ち
ゐ
ん
の
若わ

か
し
ゆ衆
に
あ
か
れ
わ
び
て
、
し
つ
ま
を

か
い
け
る
に
、
か
ね
を
は
り
の
あ
げ
く
に
、
家い

ゑ

き
り
う
り
に
う
り
て
、

壁か
べ

の
い
と
し
ろ
く
ぬ
り
た
る
を
こ
ぼ
つ
を
み
て
、

い
と
ゞ
し
く
う
り
た
る
家い

ゑ

の
恋こ

ひ

し
き
に浦う

ら
や
ま山
し
く
も
か
や
る
人
か
な

と
な
ん
よ
め
る
は
、
む
か
し
の
こ
と
ゝ
な
り
。

　
　
　

●
第
八
段

う
つ
け
男
あ
り
け
り
。
宿や

と

や
住す

み

う
か
り
け
ん
。
し
づ
ま
殿ど

の

の
か
た
に
い

き
て
、
く
ぜ
つ
も
と
む
と
て
、
友と

も

と
す
る
」（
上
六
オ
）
人
ひ
と
り
も
な

ふ
し
て
、
行ゆ

き

け
り
。
品し

な
の
す
け

之
介
に
あ
ひ
け
り
。
け
ふ
こ
ゝ
に
き
た
を
み
て
、

し
ら
す
る
な
し
づ
ま
に
あ
ひ
に
き
た
こ
と
を

お
か
や
る
人
や
き
か
ば
と
が
め
む

と
よ
め
る
も
い
に
し
へ
の
事
と
な
り
。

　
　
　

●
第
九
段

や
つ
こ
男お

と
こ

有
け
り
。
そ
の
お
と
こ
身
を
や
う
き
な
る
も
の
に
お
も
ひ

な
し
て
、
北き

た
ば
ま
へ
ん

浜
辺
に
は
あ
ら
じ
。
道ど

う
と
ん
ぼ
り

頓
堀
に
す
む
べ
き
若
衆

求
も
と
め［
マ
マ
］め

に
と
て
い
き
け
り
。
本も

と

よ
り
友と

も

と
す
る
人
ひ
と
り
ふ
た
り
に
て
い
き
け

り
。
若
衆
づ
る
に
ぎ
る
人
も
な
く
て
ま
ど
ひ
い
き
け
り
。
よ
こ
堀ぼ

り

の
す

そ
よ
つ
ば
し
と
い
ふ
所と

こ
ろ

に
い
た
り
ぬ
。
そ
こ
を
」（
上
六
ウ
）
よ
つ
ば

し
と
い
ひ
け
る
は
、
水み

つ

ゆ
く
河か

は

の
く
も
で
な
れ
ば
、
橋は

し

を
よ
つ
わ
た
せ

る
に
よ
り
て
な
ん
よ
つ
は
し
と
い
ひ
け
る
。
其
み
な
み
三み

つ
で
ら

津
寺
の
ほ
と

り
な
る
茶ち

や

や
の
腰こ

し

か
け
に
や
す
み
ゐ
て
、
こ
は
い
ひ
く
い
け
り
。
其
茶ち

や

や
に
や
き
だ
う
ふ
い
と
お
も
し
ろ
く
焼や

い

た
り
。
そ
れ
を
み
て
、
あ
る
人

の
い
は
く
、
や
き
た
う
ふ
と
い
ふ
五
も
し
を
句く

の
か
み
に
す
へ
て
、
む

ま
き
心
を
よ
め
と
い
ひ
け
れ
ば
、
よ
め
る
。

や
き
た
う
ふ
き
つ
く
く
う
べ
い
た
ん
と
だ
せ

�

う
ら
ば
く
う
へ
い
ふ
つ
と
く
い
き
れ

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
皆
人
こ
は
い
ひ
の
う
へ
に
よ
だ
れ
を
た
れ
て
ほ
と

び
け
り
。」（
上
七
オ
）

　

挿
絵
　

」（
上
七
ウ
）

ゆ
き
く
て
、
新し

ん
き
よ
み
づ

清
水
の
辺へ

ん

に
い
た
り
ぬ
。
天て

ん
わ
う
じ

王
寺
に
い
た
り
て
、
我わ

れ

入

ら
ん
と
す
る
寺て

ら

は
い
と
く
ろ
う
せ
ば
き
に
だ
て
な
る
紋も

ん
と
こ
ろ所
付つ

け

て
、

上う
へ
ま
つ松

小
ざ
ら
し
殿ど

の

の
参ま

い

り
給
ふ
と
お
も
ふ
に
、ち
ゐ
ん
衆
逢あ

い

た
り
。か
ゝ

る
所
に
は
い
り
て
、
い
ま
す
る
と
み
れ
は
、
し
る
人
な
り
。
馳ち

そ
う走

ぶ
り

に
て
柴し

は
が
き垣
を
三し

や

味み

ひ
か
せ
て
う
つ
。
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し
は
が
き
は
う
つ
の
山
辺
の
う
つ
ゝ
に
も

夢
に
も
い
ま
だ
き
か
ぬ
な
り
け
り
」（
上
八
オ
）

茶ち
や
う
す
や
ま

臼
山
を
見
れ
ば
、
五さ

つ
き月
の
晦つ

ご
も
り日
、
千
之
丞
い
と
ふ
る
べ
る
し
ち
か
た

ひ
ら
を
き
て
、
あ
そ
び
ゐ
け
り
。

い
き
し
ら
ぬ
千
之
丞
と
の
い
つ
と
て
か

か
の
こ
か
た
ひ
ら
誰た

れ

か
や
る
へ
き

そ
の
千
之
丞
、
物
に
た
と
へ
は
、
年と

し
こ
ろ比

は
は
た
ち
は
か
り
に
も
た
ら
ぬ

ほ
ど
し
て
、
猶な

を

行ゆ
き

〳
〵
て
、
九
左
衛
門
芝し

ば
ゐ居

と
名な

左
衛
門
宿
と
の
中な

か

に

い
と
大
な
る
河か

は

あ
り
。
そ
れ
を
道だ

う
と
ん
ぼ
り
か
は

頓
堀
川
と
い
ふ
。
其
河か

は

の
ほ
と
り
に

ほ
れ
ゐ
て
、
お
も
ひ
や
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
金き

ん
ぎ
ん銀

を
と
ら
れ
け
る
か
な

と
わ
び
あ
へ
る
に
、
こ
あ
け
の
与
介
あ
ん
だ
を
か
き
て
来き

て
、
は
や
の

れ
」（
上
八
ウ
）
芝し

ば
ゐ居
も
は
て
ぬ
と
い
ふ
に
、
乗の

り
て
我
や
に
帰か

へ

ら
ん
と

す
れ
ば
、
皆み

な
ひ
と人

物
笑わ

ら

ひ
し
て
、
大お

ほ
ざ
か坂

に
借し

や
く
せ
ん銭

お
ふ
た
る
人
な
き
に
も

あ
ら
ず
。
さ
る
折
し
も
、
白し

ろ

き
小こ

そ
で袖
の
か
た
と
す
そ
と
の
あ
か
つ
き
、

十
六
ば
か
り
の
お
ほ
き
さ
、
水
の
こ
ゑ
の
市
之
丞
あ
そ
び
に
き
つ
ゝ
、

さ
か
な
を
く
ふ
。
こ
ち
に
は
あ
は
ぬ
君
な
れ
ば
、
み
な
人
見
し
ら
す
。

た
い
こ
の
や
く
し
や
に
と
ひ
け
れ
は
、
こ
れ
な
ん
市
之
丞
と
の
と
い
ふ

を
き
ゝ
て
、

名
に
し
お
は
ゞ
い
ち
の
じ
や
う
ず
に
舞ま

ひ

給
へ

�

わ
が
の
む
酒
は
あ
り
や
な
し
や
と

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
座ざ

し
き敷
こ
け
ま
は
り
て
笑わ

ら

」（
上
九
オ
）
ひ
に
け
り
。

　
　
　

●
第
十
段

ば
か
男
、
む
ざ
〳
〵
と
家い

へ

ま
で
う
り
ま
ど
ひ
あ
り
き
け
り
。
さ
て
父ち

ゝ

は

か
せ
ぎ
が
せ
ん
と
い
ひ
け
る
を
、
母は

ゝ

な
ん
あ
だ
や
か
し
た
る
人
に
て
、

こ
ゝ
ろ
ひ
や
う
き
ん
に
な
り
け
る
。
父ち

ゝ

は
な
く
な
り
て
、
母は

ゝ

な
む
あ
だ

や
か
し
て
、
金か

ね

た
ん
と
や
り
け
る
。
此
白し

ろ
か
ね銀
を
も
た
し
て
お
こ
せ
た
り

け
る
。
住す

み
と
こ
ろ所
な
む
道だ

う
と
ん
ぼ
り

頓
堀
の
橋は

し

の
辺ほ

と
り

也
け
る
。

い
つ
ま
て
と
た
の
む
の
か
ね
の
ひ
た
へ
り
を

�

君
が
か
た
に
は
あ
る
と
お
も
は
む

若
衆
か
へ
し
、」（
上
九
ウ
）

わ
か
か
た
に
夜
ひ
る
と
な
く
ほ
し
け
れ
ば

�

た
の
む
の
か
ね
を
い
つ
か
わ
す
れ
ぬ

と
な
ん
人
を
む
さ
ぼ
り
て
も
猶な

を

、
か
ゝ
る
欲よ

く

な
ん
や
ま
ざ
り
け
る
。

　
　
　
（
●
第
十
一
段
→
該
当
本
文
な
し
。）

　
　
　

●
第
十
二
段

し
ゆ
ん
だ
男お

と
こ

有
け
る
。
塩し

ほ

屋
の
お
ど
り
子
を
そ
ゝ
の
か
し
て
、
茶ち

や

う

す
山
へ
出い

で

て
ゆ
く
程ほ

ど

に
、
い
た
づ
ら
も
の
な
れ
ば
、
一
心し

ん
じ寺
の
六
兵
衛

ど
も
に
と
ら
へ
ら
れ
に
け
り
。
若
衆
は
松ま

つ
は
ら原
の
中
に
を
き
て
、
に
げ
に

け
り
。
道み

ち

く
る
人
、
此
山
に
い
た
づ
ら
も
の
あ
な
り
と
て
、
け
ど
い
れ

む
と
す
。
若
衆
う
ち
わ
ら
ひ
て
、

茶ち
や
う
す
や
ま
ひ
き

臼
山
引
つ
れ
て
け
ふ
尋た

づ

ぬ
れ
ば

�

妻つ
ま

も
に
げ
ゝ
り
我わ

れ

も
か
く
れ
り
」（
上
十
オ
）

　

挿
絵
　

」（
上
十
ウ
）

と
う
か
り
け
る
を
き
ゝ
て
、
若
衆
を
と
り
て
、
と
も
に
い
で
ゐ
に
け
り
。

　
　
　

●
第
十
三
段

む
か
し
さ
か
い
な
る
お
と
こ
、
寺て

ら
だ
さ
で
ん
じ

田
左
伝
次
と
い
ふ
な
る
若
衆
の
も
と
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に
、
き
る
も
の
を
や
れ
ば
、
を
し
く
き
せ
ね
ば
、
く
る
し
と
書か

き

て
上
が

き
に
、む

さ
け
れ
ど
さ
す
が
に
か
け
て
此
小こ

そ
で袖

や
ら
ぬ
も
つ
ら
し
や
る
も
う
る
さ
し

と
あ
る
を
み
て
、
た
ま
は
り
が
た
き
心
地
し
け
る
。

と
れ
ば
い
ふ
と
ら
ね
ば
う
ら
む
此
小こ

そ
で袖

か
ゝ
る
お
り
に
や
人
は
き
ぬ
ら
ん

　
　
　

●
第
十
四
段

わ
か
男
み
む
な
み
の
堀ほ

り

に
気き

ま
ゝ
に
ゆ
き
た
り
け
る
。
そ
こ
」（
上
十

一
オ
）
な
る
虎と

ら

之
介
、
京
屋
の
人
は
物
く
れ
そ
ふ
に
や
お
ぼ
え
け
ん
。

ぜ
に
ゝ
お
も
ひ
つ
け
る
心
な
ん
あ
り
け
る
。
さ
て
か
の
虎と

ら

之の

介す
け

、

な
か
〳
〵
に
恋こ

ひ

し
と
お
も
ふ
巾き

ん
ち
や
く着
を

も
ら
ふ
さ
ご
じ
ゆ
の
玉た

ま

の
を
ば
か
り

歌う
た

さ
へ
ぞ
く
ま
で
な
り
け
る
。
さ
す
が
に
あ
は
れ
と
や
お
も
ひ
け
ん
。

き
ん
ち
や
く
や
り
け
り
。
よ
く
ふ
か
く
見
え
に
け
れ
ば
、
虎
の
介
、

夜
も
あ
け
ば
巾き

ん
ち
ゃ
く着

さ
げ
て
く
だ
さ
ご
じ
ゆ

ま
だ
気き

に
入
て
銭せ

に

を
と
ら
ば
や

と
い
へ
る
に
、
男

お
と
こ

京き
や
う

屋
へ
な
む
か
へ
る
と
て
、」（
上
十
一
ウ
）

と
ら
の
す
け
兄あ

に

も
こ
ひ
し
き
若
な
れ
ば

我わ
か

す
む
宿や

と

に
い
ざ
と
い
は
ま
し

　
　
　

●
第
十
五
段

う
へ
寺
町
は
、
み
ち
の
遠と

を

き
に
、
堀ほ

り

の
人
の
物
見
に
か
よ
ひ
け
る
に
、

あ
や
し
う
、
酒さ

け

の
上う

へ

に
て
有
べ
き
野や

ら
う郎

ど
も
あ
ら
そ
ひ
み
え
け
れ
ば
、

寺
町
に
忍し

の

び
て
か
よ
ふ
道み

ち

な
れ
ど

人
の
け
ん
く
わ
の
は
て
も
み
る
べ
く

や
ら
う
か
ぎ
り
な
く
目
み
だ
し
て
お
ど
せ
ど
、
酒さ

か
も
り盛
の
う
へ
に
て
、
酔ゑ

い

心
を
み
て
は
い
か
ゞ
は
せ
む
な
。

　
　
　

●
第
十
六
段

ゆ
か
し
、
松ま

つ

本
名な

左
衛
門
と
い
ふ
人
あ
り
け
り
。
み
る
人
ご
と
に
ほ
れ

た
て
ま
つ
り
て
、
時
に
あ
ひ
け
れ
ど
、
い
ま
は
こ
ゑ
か
は
り
顔か

ほ

」（
上

十
二
オ
）
う
つ
ろ
ひ
に
け
れ
ば
、
よ
の
つ
ね
の
人
の
よ
ふ
に
も
あ
ら
ず
。

人
が
ら
は
、
う
つ
く
し
う
、
わ
つ
さ
り
と
酒さ

け

こ
の
み
て
、
も
つ
た
い
つ

く
る
人
に
も
に
ず
。
ま
づ
初は

じ
め

て
も
猶
む
か
し
よ
り
の
知
音ゐ

ん

の
心
地
さ

せ
て
、
尋よ

の
つ
ね常
の
子こ

ど
も
の
や
う
に
も
あ
ら
ず
。
年と

し
こ
ろ比
あ
ひ
馴な

れ

た
る
男お

と
こ

、

や
う
〳
〵
君
に
あ
き
て
、
つ
ゐ
に
心
余よ

そ所
に
移う

つ

り
ゆ
く
を
、
む
や
く
し

う
お
ぼ
え
け
れ
ど
、
あ
か
れ
ぬ
れ
ば
、
す
る
わ
ざ
も
な
か
り
け
り
。

心し
ん
じ
う中
づ
く
と
お
も
ひ
て
、
念ね

ん
ご
ろ比
に
あ
ひ
か
た
ら
ひ
け
る
こ
そ
は
ら
た
ち

の
事
な
れ
。
さ
ら
ば
〳
〵
今
は
と
て
別わ

か

れ
し
を
ぜ
ひ
な
く
、
い
さ
ゝ
か

な
る
契ち

ぎ

り
無む

ね
ん念

や
と
か
き
て
お
く
に
、」（
上
十
二
ウ
）

　

挿
絵
　

」（
上
十
三
オ
）

手
を
く
だ
き
あ
ひ
み
し
人
は
よ
所そ

に
の
み

�

か
の
じ
と
い
ふ
て
よ
る
は
ね
に
け
り

彼か
の
と
も
だ
ち

友
達
こ
れ
を
み
て
、
い
き
は
り
か
た
じ
ゆ
け
な
ひ
と
て
よ
め
る
。

年と
し
つ
き月

を
若
衆
ぐ
る
ひ
て
へ
に
け
れ
ば
幾い

く
た
び度

や
君き

み

が
恨う

ら

み
き
ぬ
ら
ん

か
く
い
ひ
や
り
た
り
け
れ
ば
、

是
や
此
あ
さ
ぎ
の
小こ

そ
で袖

く
れ
し
こ
そ
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過く
ゎ
ぶ
ん分

に
存ぞ

ん

じ
た
て
ま
つ
り
け
れ

う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
て
、

秋あ
き

や
来く

る
露つ

ゆ

の
な
さ
け
と
お
も
ふ
ま
に
」（
上
十
三
ウ
）

�

あ
さ
ぎ
の
小こ

そ
で袖
き
る
に
ぞ
有
け
る

　
　
　

●
第
十
七
段

此
比
を
と
づ
れ
ざ
り
け
る
君き

み

の
、
狂き

や
う
け
ん言

の
最さ

い
ち
う中

に
き
た
り
け
れ
ば
、

竹た
け
な
か長

主も
ん

水ど

、

あ
だ
な
れ
と
見
る
こ
そ
き
た
れ
花は

な

お
ど
り

ね
ず
み
戸ど

あ
け
て
人
も
ま
ち
け
り

か
へ
し
、

け
ふ
こ
ず
は
あ
す
は
衣い

し
や
う装
も
ふ
り
な
ま
し

�

き
せ
ず
あ
り
と
も
は
む
な
り
と
み
ま
し
や

　
　
　

●
第
十
八
段

ち
く
と
な
ま
心
有
か
ぶ
き
子
有
け
り
。
此
野や

ら
う郎
の
小
歌
き
か
む
と
て
、

菊き
く

を
ま
き
ゑ
に
し
た
る
提さ

げ
ぢ
う重
の
さ
か
な
を
と
り
、
た
い
こ
の
も
と
へ
や

る
。」（
上
十
四
オ
）

く
れ
な
ゐ
に
に
た
る
は
い
づ
ら
伊い

せ勢
海ゑ

び老
の

切き
り
め目
に
塩し

ほ

を
ふ
る
か
と
も
み
ゆ

た
い
こ
し
ら
ず
よ
み
に
よ
み
け
り
。

紅く
れ
な

ゐ
に
に
た
る
が
上
の
い
せ
ゑ
び
は

�

く
い
け
る
人
の
し
た
る
と
も
見
ゆ
」（
上
十
四
ウ
）

　

挿
絵
　

」（
上
十
五
オ
）

　
　
　

●
第
十
九
段

役や
く
し
や
お
と
こ

者
男
、
文
づ
か
へ
し
け
る
山や

ま
だ田

七
郎
右
衛
門
と
い
ふ
人
を
あ
ひ
し

り
た
り
け
る
、
ほ
ど
も
な
く
作さ

く

松
に
あ
は
せ
け
り
。
景け

い

よ
き
座さ

し
き敷

な
れ

ば
、
作
松
目
に
も
お
も
し
ろ
く
み
ゆ
る
物
か
ら
、
か
ね
あ
る
も
の
と
も

お
も
ひ
た
ら
ず
。
作
松
、

あ
ま
雲
の
よ
そ
に
も
人
を
な
し
ゆ
く
は

さ
す
が
に
ひ
ん
な
み
ゆ
る
も
の
か
ら

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
七
郎
右
衛
門
返
し
、

雨あ
ま
ぐ
も雲

の
よ
所そ

に
の
み
し
て
ふ
る
人
に

わ
が
ゐ
る
宿や

ど

の
か
ね
を
み
せ
た
や

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
は
や
い
と
し
く
成
た
る
人
と
な
ん
」（
上
十
五
ウ
）

い
ひ
け
る
。
此
さ
く
松
は
、
四
条て

う

川か
は
ら原
よ
り
く
だ
り
て
、
い
と
し
の
び

て
居ゐ

給
へ
る
人
と
な
り
。

　
　
　

●
第
二
十
段

血け
つ
き
お
と
こ

気
男
、
舞ふ

た
い台
に
ゐ
け
る
伊い

と
う藤
虎と

ら

の
介す

け
ど
の殿
を
見
て
、
桟さ

じ
き敷
へ
よ
び
て
あ

ひ
に
け
り
。
扨さ

て

、
程ほ

ど

へ
て
、
芸げ

い

す
る
人
成
け
れ
ば
、
帰か

へ

り
ぬ
る
道み

ち

に
て
、

ち
ら
と
ば
か
り
か
い
で
の
や
う
な
る
御
手
を
に
ぎ
り
、
い
と
お
も
し
ろ

く
お
も
ひ
て
、
と
ら
の
す
け
の
も
と
に
道み

ち

よ
り
か
ね
や
る
。

君き
み

が
た
め
た
を
れ
る
身
と
は
し
り
な
が
ら

か
ね
こ
そ
人
の
ほ
れ
ぐ
す
り
な
れ

と
て
や
り
た
り
け
れ
ば
、
返
事
は
其
ま
ゝ
仕
ら
て
な
ん
も
て
き
た
り
け

る
。

い
つ
の
ま
に
う
つ
け
の
心
つ
き
ぬ
ら
ん

�

君
が
や
ど
に
は
か
ね
も
な
か
ら
じ
」（
上
十
六
オ
）
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挿
絵
　

」（
上
十
六
ウ
）

　
　
　

●
第
二
十
一
段

む
か
し
、
あ
だ
な
る
男お

と
こ

玉
之
丞
と
い
ふ
若
衆
と
い
と
か
し
こ
く
お
も

ひ
か
は
し
て
、
こ
と
心
有
け
む
。
い
さ
ゝ
か
岩い

は
ゐ井
雅う

た
の楽
介
に
お
も
ひ
つ

き
て
、
玉
之
丞
を
う
し
と
思
ひ
て
、
そ
の
宿や

と

を
出
て
い
な
ん
と
思
ひ
て
、

か
ゝ
る
歌う

た

を
な
ん
よ
み
て
、
物
に
か
き
つ
け
ゝ
る
。

出
て
い
な
ば
心
か
は
る
と
い
ひ
や
せ
ん

岩い
は
ゐ井

の
な
さ
け
人
は
し
ら
ね
ば

と
よ
み
置を

き

て
出
て
い
に
け
り
。
玉
之
丞
か
く
書か

き

を
き
た
る
を
は
や
く
心

か
は
る
へ
き
事
と
も
お
ほ
し
ぬ
を
岩
井
に
ほ
れ
て
、
か
く
あ
ら
ん
と
い

と
い
た
う
な
き
て
、
い
づ
か
た
に
求も

と

め
ゆ
か
ん
と
門か

と

に
出
、
跡あ

と

見
、
さ

き
み
、
日に

ほ
ん
ば
し

本
橋
」（
上
十
七
オ
）
ま
て
み
れ
ど
、
い
づ
こ
を
は
か
り
共
、

覚お
ぼ

え
ざ
り
け
れ
ば
、
帰か

へ

り
入
て
、

銭ぜ
に

か
ね
も
な
き
身
な
り
け
り
こ
の
比
は

あ
だ
に
契ち

ぎ

り
て
我
や
ふ
ら
れ
し

と
い
ひ
て
な
げ
き
け
り
。

か
ね
も
ち
と
お
も
ひ
や
す
ら
ん
玉
之
丞

や
き
で
の
こ
と
ば
い
と
ゞ
見
え
つ
ゝ

此
君
い
と
さ
び
し
く
あ
り
て
、
か
い
て
な
き
に
や
あ
り
け
ん
。
い
ひ
お

こ
せ
た
る
。

今
は
と
て
ふ
き
こ
み
給
ふ
か
ね
を
だ
に

�

人
の
心
に
わ
す
れ
ず
も
か
な
」（
上
十
七
ウ
）

返
し
、

忘
れ
草
こ
な
た
に
は
へ
ぬ
物
な
ら
ば

い
か
で
岩い

は
ゐ井

の
し
り
も
し
な
ま
し

ま
た
〳
〵
、
あ
ら
う
た
て
や
と
い
ひ
て
、
男
、

わ
す
れ
な
ん
と
思
へ
ば
今
に
つ
な
ぎ
や
る

あ
ま
り
に
よ
は
き
心
か
な
し
も

か
へ
し
、

　
　

わ
が
か
た
に
た
ち
い
る
人
の
あ
と
も
な
く

い
は
ゐ
す
き
と
そ
な
り
に
け
る
か
な

と
い
ひ
や
れ
ど
、
男
思
ひ
き
り
た
れ
ば
、
う
と
く
な
り
に
け
り
。」（
上

十
八
オ
）

　

挿
絵
　

」（
上
十
八
ウ
）

　
　
　

●
第
二
十
二
段

む
か
し
、
か
ね
な
く
て
た
え
に
け
る
中な

か

、
猶な

を

や
忘わ

す

れ
ざ
り
け
む
吾あ

づ
ま妻
の

か
た
へ
、

た
を
れ
な
が
ら
あ
ず
ま
を
え
し
も
忘わ

す

れ
ね
ば

身
を
恨う

ら

み
つ
ゝ
か
ね
ぞ
恋こ

ひ

し
き

と
い
へ
り
け
れ
ば
、
さ
れ
ば
よ
と
い
ひ
て
、
あ
ず
ま
、

逢あ
い

見
て
は
小こ

そ
で袖
ひ
と
つ
を
本ほ

ん
ま
ち町
の

し
ち
も
な
が
れ
て
た
え
じ
と
ぞ
お
も
ふ

と
い
ひ
け
れ
ば
、
そ
の
夜
か
へ
り
に
け
り
。
い
に
し
へ
い
く
さ
き
の
こ

と
と
も
な
ん
く
や
み
て
、

秋あ
き

の
夜
に
小
袖
ひ
と
つ
も
な
か
り
け
り

�

し
ち
も
う
け
て
や
き
る
時
の
あ
ら
ん
」（
上
十
九
オ
）
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返
し
、秋あ

き

の
よ
に
ひ
と
へ
の
衣き

ぬ

の
な
か
り
せ
ば

さ
む
さ
あ
ま
り
て
人
や
な
く
ら
ん

い
に
し
へ
よ
り
も
あ
は
れ
に
て
な
ん
暮く

ら

し
け
る
。

　
　
　

●
第
二
十
三
段

此
頃ご

ろ

、
い
な
か
わ
た
ら
ひ
し
け
る
役や

く
し
や者

の
子こ

と
も共

、
井ゐ

づ筒ゝ
屋
久
兵
衛
も
と

に
行ゆ

き

て
遊あ

そ

び
け
る
。
親お

や

か
た
し
か
り
け
れ
ば
、
子
共
役や

く
し
や者

も
腹は

ら

た
て
か

は
し
て
有あ

り

け
れ
ば
、
親
か
た
は
此
子
ど
も
を
こ
そ
ね
め
給
ふ
。
役や

く

者し
や

は
、

此
お
や
か
た
を
恨う

ら

み
つ
ゝ
、
お
や
か
た
詫わ

び
こ
と言
す
れ
共
、
き
か
で
な
ん
有あ

り

け
る
。
さ
て
、
と
な
り
な
る
お
と
こ
わ
び
こ
と
に
出
て
か
く
な
ん
、

筒つ
ゝ

井
つ
ゝ
ゐ
つ
ゝ
や
が
も
と
の
い
さ
か
い
は

�

過す
ぎ

に
け
ら
し
な
我
見
ざ
る
ま
に
」（
上
十
九
ウ
）

返
し
、く

ら
べ
こ
し
ふ
り
あ
げ
棒ぼ

う

も
か
た
す
ぎ
ぬ

役や
く
し
や者
な
ら
で
は
た
れ
か
き
く
べ
き

な
ど
い
ひ
〳
〵
て
、
つ
ゐ
に
両り

や
う
ほ
う方

こ
ら
え
に
け
り
。
扨さ

て

、
年と

し
こ
ろ比

ふ
る

程ほ
ど

に
、
か
い
て
か
ね
な
く
た
よ
り
な
く
な
る
ま
ゝ
に
、
も
は
や
か
ふ
か

ね
な
く
て
あ
ら
ん
や
は
と
て
、
河か

う
ち
の
く
に

内
国
へ
た
ば
こ
き
り
に
な
り
て
、
行ゆ

き

か
よ
ふ
所と

こ
ろ

い
で
き
に
け
り
。
さ
り
け
れ
ど
、
此
も
と
の
若わ

か
し
う衆
の
事
わ

す
る
ゝ
事
な
く
て
出い

で

に
け
れ
ば
、
い
ま
に
恋こ

ひ
こ
ゝ
ろ心

有
て
、
か
ゝ
る
に
や

あ
ら
ん
と
お
も
ひ
う
ら
め
し
く
て
、
雪せ

つ
ち
ん隠
の
中
に
か
く
れ
ゐ
て
、
子
ど

も
の
芝し

ば
い居
よ
り
い
ぬ
る
を
見
れ
ば
、此
子
共
い
と
よ
く
見
し
り
て
、」（
上

廾
オ
）

　

挿
絵
　

」（
上
廾
ウ
）

か
ね
ふ
け
ば
よ
そ
に
う
き
名
も
た
つ
た
山

�

よ
る
の
ね
ざ
め
や
ひ
と
り
く
ゆ
ら
ん

と
よ
み
け
る
を
き
ゝ
て
、
か
き
り
な
く
か
な
し
と
思
ひ
て
、
堀ほ

り

へ
も
ゆ

か
ず
成
に
け
り
。
ま
れ
〳
〵
か
の
堀ほ

り

に
来き

て
み
れ
ば
、
は
じ
め
こ
そ
心

に
も
つ
く
り
け
れ
。
今
は
す
り
き
り
て
、
よ
の
う
つ
け
も
の
に
な
り
け

る
と
き
ゝ
て
、
い
よ
〳
〵
ゆ
か
ず
成
に
け
り
。
か
の
子
ど
も
せ
ん
ば
の

か
た
を
み
や
り
て
、

借し
や
く
せ
ん銭
を
た
ん
と
を
ふ
ら
ん
此
人
の

ひ
ん
な
か
く
し
そ
わ
れ
は
ふ
る
と
も

　
　
　
（
●
第
二
十
四
～
三
十
二
段
→
該
当
本
文
な
し
。）

　
　
　

●
第
三
十
三
段

む
か
し
男お

と
こ

塩し
ほ
や屋

の
初は

つ
た
ゆ
ふ

太
夫
に
か
よ
ひ
け
る
。
初は

つ

此
た
び
」（
上
廾
一
オ
）

き
て
も
は
や
こ
ま
じ
と
お
も
へ
る
け
し
き
な
れ
ば
、
お
と
こ
、

あ
し
べ
よ
り
み
ち
く
る
な
り
や
初は

つ
し
ほ塩
の君

に
心
は
お
も
ひ
ま
す
か
な

返
し
、こ

も
り
江
に
お
も
ふ
心
を
初は

つ

し
ほ
の

舟ふ
ね

さ
す
さ
ほ
の
さ
し
て
し
る
べ
き

か
ぶ
き
子
の
事
に
て
は
、
よ
し
や
あ
し
や
。

　
　
　

●
第
三
十
四
段

む
か
し
お
と
こ
つ
れ
な
か
り
け
る
か
ぶ
き
子こ

の
も
と
に
、

や
れ
は
あ
ふ
や
ら
ね
は
あ
は
ず
金か

ね

は
な
し
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�

心
ひ
と
つ
に
な
げ
く
こ
ろ
か
な
」（
上
廾
一
ウ
）

を
も
な
く
て
い
へ
る
な
る
へ
し
。

　
　
　
（
●
第
三
十
五
段
→
該
当
本
文
な
し
。）

　
　
　

●
第
三
十
六
段

む
か
し
若
衆
の
と
し
過す

ぎ

な
め
り
と
と
ひ
ご
と
し
け
る
男お

と
こ

の
も
と
へ
、

谷た
に

せ
は
み
ま
へ
ま
で
は
ゆ
る
尻し

り

ひ
げ
を

ぬ
か
ん
と
人
の
わ
れ
お
も
は
な
く
に

　
　
　
（
●
第
三
十
七
・
三
十
八
段
→
該
当
本
文
な
し
。）

　
　
　

●
第
三
十
九
段

む
か
し
九く

ざ左
が
か
ぶ
き
と
申
か
ぶ
き
お
は
し
ま
し
け
り
。
其
九
左
か
お

ど
り
子
し
づ
ま
と
申
い
ま
そ
か
り
け
り
。
其
子
う
せ
給
ふ
て
、
お
ほ
ん

だ
び
す
る
夜
、
其そ

の
と
も友
だ
ち
な
り
け
る
若
衆
、
葬さ

う
れ
い礼
み
ん
と
て
あ
ん
だ
に

の
り
て
出
た
り
け
る
。
い
と
ひ
さ
し
く
待ま

ち

は
ん
べ
れ
ば
、
う
ち
な
き
て

や
み
ぬ
べ
か
り
け
る
あ
ひ
だ
に
、
大
坂ざ

か

の
衆し

ゆ

道だ
う

者し
や

み
な
と
や
」（
上
廾

二
オ
）
い
て
き
と
い
ふ
人
、
是こ

れ

も
物
み
る
に
、
此
あ
ん
だ
を
若わ

か
し
う衆
あ
む

だ
と
み
て
よ
り
来き

て
、
く
ち
す
は
ん
と
と
か
く
な
ま
め
く
あ
ひ
だ
に
、

か
の
い
て
き
ち
や
う
ち
ん
と
も
さ
せ
て
、
若
衆
あ
ん
だ
の
そ
ば
へ
も
て

き
た
り
け
る
を
、
あ
ん
だ
な
り
け
る
人
、
此
ち
や
う
ち
ん
の
火ひ

に
や
み

ゆ
ら
ん
、
か
へ
ら
ん
と
い
ひ
て
よ
め
る
。

出
て
い
な
ば
か
ぎ
り
な
る
べ
み
時
も
と
き

友と
も

だ
ち
ど
も
の
な
く
こ
ゑ
を
き
け

か
の
い
て
き
、
返
し
、

　
　

い
と
あ
は
れ
な
く
ぞ
き
こ
ゆ
る
友と

も

だ
ち
を

は
つ
る
物
と
は
わ
れ
は
し
ら
す
な

大
坂
の
衆
道
者
の
歌
に
て
は
、
猶
ぞ
あ
り
け
る
。」（
上
廾
二
ウ
）

　

挿
絵
　

」（
上
廾
三
オ
）

い
て
き
、
し
た
町ま

ち

の
荘し

や
う
じ司
い
せ
み
こ
の
を
い
。

　
　
　
（
●
第
四
十
～
四
十
三
段
→
該
当
本
文
な
し
。）

　
　
　

●
第
四
十
四
段

む
か
し
か
ぶ
き
見
る
人
、
太た

ゆ
ふ夫
に
花は

な

出
さ
ん
と
て
、
さ
し
き
へ
よ
び
ぬ
。

う
と
き
人
に
し
あ
り
け
れ
ば
、
役や

く
し
や者

盃
さ
か
づ
き

さ
ゝ
せ
て
も
ど
し
て
、
そ
の

ま
ゝ
げ
い
す
る
。
か
の
お
と
こ
、
歌う

た

よ
み
て
、
舞ぶ

た
い台

の
柱は

し
ら

に
か
き
つ

け
さ
す
。

き
て
見
れ
ば
た
え
な
る
君き

み

か
雪ゆ

き

お
ど
り

我わ
れ

さ
し
き
え
て
果は

て

ぬ
べ
き
か
な

此
歌
は
、
あ
る
が
中
に
お
も
し
ろ
け
れ
ば
、
心
と
ゞ
め
て
よ
ま
ず
。
は

ら
に
あ
ぢ
は
ひ
て
。

　
　
　
（
●
第
四
十
五
段
→
該
当
本
文
な
し
。）

　
　
　

●
第
四
十
六
段

む
か
し
か
ぶ
き
子
い
と
う
る
は
し
き
知ち

い
ん音
あ
り
け
り
。
か
た
時と

き

さ
ら
ず

あ
ひ
お
も
ひ
け
る
を
、
人
の
う
け
て
い
き
」（
上
廾
三
ウ
）
け
る
を
、
か

な
し
と
お
も
ひ
て
別わ

か

れ
に
け
り
。
月
日
へ
て
、
お
こ
せ
た
る
文
に
あ
さ

ま
し
く
え
た
い
め
ん
せ
で
、
月
日
を
へ
に
け
る
事
わ
す
れ
や
し
た
ま
ひ

に
け
ん
と
い
た
く
思
ひ
わ
び
て
な
ん
侍は

ん
べ

る
。
世
中
の
人
の
心
は
め
が

る
れ
ば
、
わ
す
れ
ぬ
べ
き
物
に
こ
そ
あ
め
れ
と
い
へ
り
け
れ
ば
、
よ
み

て
や
る
。
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め
が
る
と
も
お
も
ほ
え
な
く
に
わ
す
ら
る
ゝ

�

と
き
し
な
け
れ
ば
お
も
か
け
に
た
つ
」（
上
廾
四
オ
）

　

挿
絵
　

」（
上
廾
四
ウ
）

　
　
　

●
第
四
十
七
段

む
か
し
ね
ん
こ
ろ
に
い
か
で
と
思
ふ
野や

ら
う郎

あ
り
け
り
。
さ
れ
ど
、
此
男

を
あ
だ
な
り
と
き
ゝ
て
、
つ
れ
な
さ
の
み
ま
さ
り
つ
ゝ
、
い
へ
る
。

お
ふ
ち
や
く
の
心
あ
ま
た
に
見
え
け
れ
ば

�
お
も
へ
ど
え
こ
そ
た
の
ま
ざ
り
け
れ

返
し
、
男
、

　
　

お
ふ
ち
や
く
と
名
に
こ
そ
た
て
れ
立た

つ

と
て
も

�

つ
ゐ
に
お
ふ
ち
や
く
な
き
て
ふ
物
を
」（
上
廾
五
オ
）

　

挿
絵
　　
「
野
良
仁
勢
上
終
」」（
上
廾
五
ウ
）

【
登
場
役
者
お
よ
び
人
物
名
索
引
】

　
　
　

・（　
）
は
段
数
、［
］
は
本
文
内
で
の
別
称
を
示
す
。

あ
…
吾
妻
［
あ
ず
ま
］（
二
十
二
）（
※
松
本
吾
妻
か
。）、
井
筒
屋
久
兵
衛

（
二
十
三
）（
※
小
篠
久
兵
衛
か
。）、
岩
崎
金
作
（
六
）、
伊
藤
虎
の
介
［
虎

之
介
／
と
ら
の
す
け
］（
十
四
・
二
十
）、
岩
井
雅
楽
介
［
岩
井
］（
二
十
一
）、

上
松
小
ざ
ら
し
（
九
）、
か
…
こ
あ
け
の
与
介
（
九
）、
さ
…
作
松
（
十
九
）、

塩
屋
（
十
二
・
三
十
三
）、
塩
屋
九
左
衛
門
［
九
左
衛
門
／
九
左
］（
五
・

九
・
三
十
九
）、塩
屋
九
郎
右
衛
門［
九
郎
右
衛
門
］、（
三
）、品
之
介（
八
）

（
※
小
嶋
品
之
介
か
。）、
し
つ
ま
［
し
づ
ま
］（
七
・
八
・
三
十
九
）（
※
平

井
し
づ
ま
か
。）、
荘
司
い
せ
み
こ
（
三
十
九
）、
千
之
丞
（
九
）（
※
玉
川

千
之
丞
か
。）、
た
…
竹
長
主
水
（
十
七
）、
玉
之
丞
（
二
十
一
）（
※
吉
田

玉
之
丞
か
。）、
寺
田
左
伝
次
（
十
三
）、
な
…
中
川
長
太
夫
（
二
）、
は
…

花
崎
小
太
夫
（
五
）、
初
太
夫
（
三
十
三
）（
※
藤
林
初
太
夫
か
。）、
武
左

衛
門
（
五
）（
※
藤
川
武
左
衛
門
か
。）、
ま
…
又
二
良
（
一
）、
松
嶋
作
之

丞（
三
）、松
本
名
左
衛
門
兼
治
卿［
名
左
衛
門
／
松
本
名
左
衛
門
］（
六
・

九
・
十
六
）、
水
の
こ
ゑ
の
市
之
丞
（
九
）（
※
坂
田
市
之
丞
か
。）、
み
な

と
や
い
て
き
［
い
て
き
］（
三
十
九
）、
や
…
山
田
七
郎
右
衛
門
［
七
郎

右
衛
門
］（
十
九
）、
ら
…
六
三
良
（
四
）

〔
付
記
〕
翻
刻
お
よ
び
図
版
の
掲
載
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
大
阪
府
立
中

之
島
図
書
館
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
ご
教
示
頂
い
た
廣
瀬
千

紗
子
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
稿
は
、
二
〇
一

四
年
度
秋
学
期
・
二
〇
一
五
年
度
春
学
期
に
実
施
し
た
佛
教
大

学
大
学
院
演
習
で
の
輪
読
の
成
果
で
あ
る
。
受
講
生
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
は
ま
だ
・
や
す
ひ
こ　

佛
教
大
学
講
師
）


